
人材マネジメント部会 
青森県弘前市 

平成 26 年度 人材マネジメント部会に参加して 
 

青森県弘前市 竹内 元気・下山 千嘉・佐々木 絵理 
 
 平成 26 年度の部会に参加するにあたり、まず、4 月 11 日に人材育成課担当

から「平成26年度職員人材マネジメント能力向上特別研修の受講者に決定した」

旨が記載されたメールが届いたことから始まりました。3 人とも自分で参加希望

したものの、第 1 回の研究会まで時間がない中、幸いにしてマネ友がいたこと

から、それぞれが「どのような内容の研修なのか」を尋ね、部会のアウトライ

ンを聞くことができました。しかし、具体的に何をするのかという問いには「ま

ず参加して感じることが大事」との答えしか返ってこず、4 月 17 日の第 1 回研

究会には 3 人は不安と興奮が入り混じった状態で参加することになりました。 
 ここから 1 年。5 回の研究会、夏季合宿、シンポジウムを経て、多くのダイア

ログを行い、キーパーソンに尋ね、3 人で行動してきました。このレポートは 1
年間の記録とこれからの活動に対するコミットメントとして記してまいります。 
 
1. 今年度の活動 

(1) 現状の確認とキーパーソンとのダイアログ 
 第１回の研究会の終了後から庁内での打ち合わせをスタートさせまし

た。それぞれが思う、あるいは感じる「弘前市役所の良いところ・悪い

ところ」を皮切りに、現状の調査を行いました。 
 また、先輩マネ友との情報交換（という呑み会）では、第１期、第２

期それぞれの思い、考え方、施策などを伺うとともに、アドバイスもい

ただきました。 
 これらを踏まえ、第３期としてのありたい姿を探るため、第２回研究

会の後、庁内のキーパーソンの洗い出しを行い、１８名をピックアップ

し、職員４名、議員１名の計５名のキーパーソンとダイアログを行いま

した。キーパーソンからは仕事に対する心構えや考え方、上司や部下と

の付き合い方など、様々な観点からお話しいただきました。非常に前向

きで、変化し続ける情勢に的確に対応できるよう情報収集を怠らない、

さらに問題を問題と認識し、その原因を探求する姿勢は、３人のダイア

ログでうっすらと見えていたありたい姿に重なってくるようになりまし
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た。 
 

(2) ダイアログから導かれたありたい姿 
 このキーパーソンとのダイアログを終えた後、3 人がそれぞれ感じたも

の、気づいたことを整理し、一つの結論にたどり着きました。「それぞれ

の立場の考えが共有され、納得感、仕事の楽しさ、前向きさを感じられ

るような環境をつくる。」ことが、今最も必要なことである、と。 
 スピード感という旗印のもと、疲弊し、やらされ感を感じながら仕事

をするのではなく、仕事の意味や目的を理解して前向きに仕事に取り組

める環境こそ、弘前市役所にまず必要ではないか。 
 そのありたい姿に近づくため、第３回研究会・シンポジウムの前後で

まずは３人それぞれが施策を考えることとしました。 
 

(3) ありたい姿を目指した施策 
 施策はそれぞれが２〜３個の施策案を持ち寄り、説明する形で検討を

進めました。この検討ではありたい姿の解釈やそれぞれの立場によって

施策案が大きく違い、どれを採用するかのダイアログには多くの時間を

費やしました。その結果、次の３つの施策を選びました。 
① ひろさきマネトーク（仮） 
② 政策調整担当との茶話会 
③ 弘前市フィロソフィの策定 
 いずれも「前向き」で「職員が同じ方向を向いて」「市民のために働く」

ことをキーワードに掲げていた施策であったことから選んだところです。 
 また、私たちが第３期であることから、先輩マネ友が取り組んだ施策

を分析し、改めて取り組める施策として次の施策を選びました。 
④ 前年度施策・部長とランチ 
 なお、③は夏季合宿での発表前日、夜遅くまで白熱したダイアログ、

幹事である佐藤先生とのダイアログ、合宿後のダイアログを経て、今回

は取りやめ、次の施策に取り組むことにしました。 
⑤ 組織目標・課題ミーティング 

この結果、今年度は施策として①、②、⑤とし、④は施策の検証とし

ての位置付けのもと、取り組むこととしました。 
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(4) 施策の成果と振り返り（別添資料と合わせてご覧ください。） 
 まず着手したのは下山が所属する財務部における④部長とランチです。

財務部長に内容を説明し了承を得たことから、７月２４日から８月２８

日までの約１ヶ月間、下山がファシリテーターとして、新人職員２〜３

名と財務部長のダイアログを、昼休み時間（１２時〜１２時４５分）に

昼食をとりながら行いました。アンケートの結果から、部長と接する機

会がない新人職員にとって非常によい経験となったとともに、様々な気

づきを得ることができたと分析しております。 
 夏季合宿後の９月は３人がそれぞれ業務に忙殺され、次の施策に取り

組むため、具体的に動き出したのは１０月、第４回の研究会が近づいて

きた頃でした。 
 ②政策調整担当との茶話会は竹内が所属する教育委員会の政策調整担

当及び所属長である教育政策課長に了承をいただきましたが、それぞれ

の日程の都合が合わず、実施に至ったのは１２月２４日までずれ込みま

す。 
 さらに、この話を進める段階では教育部長に財務部長と新人職員のラ

ンチの件を紹介したところ、興味を持っていただき、教育委員会でも同

様の施策を取り組むことになり、「教育部長と若手職員の対話」と「政策

調整担当との茶話会」が同時開催の運びとなりました。 
 若手職員が教育部長と話しても無駄に緊張して心労になるだけだと思

い、身近な職員から始める方が良いだろう、というドミナントロジック

に気づくきっかけになりました。 
 教育部長及び政策調整担当からは、若手職員の思い、悩みなど様々な

ことを聞くことができ、良い機会であった。実際、業務の停滞につなが

りかねない事案を未然に防ぐことができたことも成果である、とのお言

葉をいただきました。 
 一方、若手職員は部長の仕事の内容、思いはもちろんのこと、自分が

担当する仕事が部長の仕事にどうつながっているかを知ることができ、

モチベーションのアップにつながった、との意見もあり、多くの職員は

得るものがあったと感じた、との結果になりました。 
 ⑤組織目標・課題ミーティングは下山が所属する収納課で１１月６日

に行いました。実施にあたっては佐々木に加え、第２期マネ友である大
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澤が出張中の竹内に替わって参加し、ファシリテーターの役割を担いま

した。 
 課長から組織目標について説明いただき、それを踏まえた課題を各グ

ループでダイアログを行い、組織目標及び課題の共有に繋げました。 
 ①ひろさきマネトークは、施策としての取り組みは出来ずじまいに終

わりました。もともと第１期の施策として行われたものの、第１期の活

動終了以降、継続されてこなかったものの、その目的や取り組み内容は

有効と考え、継続性という部分を担保することで良い施策となるはず、

との想いのもと、佐々木を中心に検討を重ねてまいりましたが、具体的

なプランを構成することができず、今年度は実施できずに終わりました。 
 継続性や参加者の確保など、本来の目的とずれたところでの議論が多

くなり、まずやってみるという姿勢が薄くなってしまったことが反省点

です。 
 

(5) 採用前研修講師と総括 
 施策の取り組みとは別に、人材育成課から平成２７年４月採用予定者

に対する研修を実施するにあたり、「人材マネジメントとダイアログ」と

いうテーマのもと、３人が研修講師となって実施することになりました。 
 ３月２日、採用予定者３２名を相手に、まずはダイアログとはどうい

ったものかを体験するとともに、ありたい姿を意識してもらうことを目

的に、ワールドカフェ形式によるワークショップを行いました。 
 参加者は、前日卒業式を終えたばかりの高校生から民間でしっかり働

いてきた社会人経験者、新卒の大学生など幅広い年層で構成され、多種

多様な意見が出されました。ダイアログを通じてそれぞれのありたい姿

を知り、４月からの勤務に向けたモチベーションアップにつながったよ

うです。 
 一方で参加者アンケートを見る限り、採用前の立場で抱える不安の解

消には至らなかったという意見もあり、私たちが研修のあり方を考える

きっかけにもなりました。 
 今年取り組んだ施策と採用前研修の講師体験を踏まえて、私たちの結

論は次のとおりです。 
 「市民により良い価値を提供するため、ダイアログを用いて方向性や
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意識を共有するとともに、様々な気づきを得て、仕事を前向きに考えら

れるようになることから組織の変化は始まりますが、人材マネジメント

は人材育成課や管理職だけの問題ではなく、職員一人ひとりの問題です。 
 そのために、今後も取り組みを続けていきます。」 
  

2. 今後の活動 
(1) 基本的な考え方 

 まずはダイアログという手段を有効に活用していくために、ダイアロ

グそのものを広めるとともに、そこから生まれる成果を示すことが求め

られると考えます。 
 そのため、今後の活動はこれまでの施策の継続に加え、新たな視点で

の施策を取り組んでまいります。 
 

(2) 人マネ施策の進化 
 施策のうち、「組織目標・課題ミーティング」は一定の効果が期待でき

ることは取り組みの成果としてわかりました。一方、課長以下、課員が

勤務時間に一堂に会することは非常に難しい上、まとめまで至る過程に

要する時間が長く、取り組みにくいと感じる部分もありました。 
 これをより取り組みやすく、かつ効果的に実施できるよう、全庁的に

実施しているスタートアップミーティングに組み入れ、随時実施するよ

う内容を一部見直しして、この案を行革担当課である行政経営課に平成

２７年度以降全庁的に取り組むことを提案します。 
 

(3) 気づきから生まれた新たな施策 
 採用前研修の講師を担当し、４月から採用される職員（候補）が非常

に前向きでモチベーションが高い上、様々なスキルを持っている一方、

仕事の仕方や人間関係など様々な不安を抱え、採用後の姿を描けないで

いる状況にあることをアンケートから伺うことができました。 
 また、この研修で参加者それぞれが掲げた「ありたい姿」を常に意識

しながら前向きに仕事をする環境になることが、私たち３人が掲げたあ

りたい姿に近づくと考え、研修のフォローアップとして４月以降、定期

的にワークショップを行い、１年を通じて参加者個々のありたい姿を探
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っていくプロジェクトを立ち上げます。 
「ひろさき Newcomer Project2015」と銘打ち、キーパーソンやマネ友を

巻き込みながら、進めていく予定です。今後、サポートメンバーを募り、

具体的な内容を進めていきます。 
 

(4) マネ友とともに次のステージへ 
 今後、前述の２つの施策を中心に取り組んでいくことが、第１期、第

２期のマネ友に対して、ともに活動するための実績になると考えており

ます。 
 今後、施策を進めるにあたり、マネ友の協力が必要となることから、

連携を提案する予定としております。 
 また、残念ながら弘前市は平成２７年度の人材マネジメント部会への

参加は無いようですが、人材育成課がまた人材マネジメント部会に参加

させたいと思えるよう、それぞれがしっかりと行動していく所存です。 
 
3. それぞれの気づき・思い・展望 

(1) 竹内 元気 
人材マネジメント部会に参加するにあたり、当初は所属課に若手職員

が多く、個々の業務の進行管理や組織内の動きなどを学べるかな、とい

う深い考えがあったわけではありませんでした。この研修より前に佐藤

先生を講師にした庁内の研修でダイアログという手法は知っていたもの

の、コミュニケーションの一つくらいにしか考えておらず、研究会を終

えた今思うのは、随分と思い込みに侵食されていたな、と。 
また、施策についてもこれまでは何か案が浮かんでも、実行に移すこ

とをためらったり、「どうせダメだろう」と諦めたりすることが多く、先

輩マネ友の森岡から「この研修に NG はない」という言葉で踏ん切りが

つくまでは「一歩踏み出す」ことができませんでした。この研究会に参

加することでまず「やってみる」ことができるようになったことが大き

な成果だと思います。 
今後は２つの施策をしっかりと進め、いずれは相馬市のようにマネ友

が一体となって活動できるよう取り組んでまいります。 
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(2) 下山 千嘉 
部会に参加して私が得たもの、それはダイアログによる気づきの大切

さと、一歩踏み出す勇気です。部会に参加してさまざまな立場の方とダ

イアログし気づきをえて、一歩踏み出そうという覚悟ができました。そ

してこれから一歩踏み出し、本気で組織を変える、地域を変えていくた

めに動き出していこうと思います。 
 

(3) 佐々木 絵理 
今回、一年間の人材マネジメント研究部会への参加を通して、市のあ

りたい姿に近づくためには、提案するだけではなく、まずは一歩踏み出

し、実際に自分達で動いてみる事が非常に大切であるということを学び

ました。その中から見えた気づきをもとに、修正を図りながらやり続け

る事が、自分達が部会の中で考え、理想として掲げた組織のありたい姿

に近づく第一歩なのだと思います。 
自分達でできる事を自分達で実践し、やり続け、見せ続けること。そ

の中で少しずつ仲間を増やしながら、今後も組織の対話の場づくりを広

め、職員の気付きの場から、組織のありたい姿に近づけられるよう、チ

ーム弘前でこれからも取り組んでいきたいと思います。 



部長とランチの実施概要 

 

1. 現在までの経緯 

五十嵐部長に「部長とランチ」を提案、了承をもらう。 

五十嵐部長から新人職員を対象に実施したいと希望有り。 

実施することを収納課長まで了解をもらう。 

行政経営課森岡さんに相談、ランチ概要を固める。 

1 回目開始。 

五十嵐部長から財務部内各課長へ「部長とランチ」について協力するよう要請。 

五十嵐部長、市長と経営戦略部長に「部長とランチ」が実施されていることを紹介。 

「部長とランチ」新人職員編終了。（資産税課 1名除く） 

9 月議会終了後、新バージョンが実施される予定。 

 

2. 実施内容 

各回、新人職員 2名と下山、五十嵐部長の 4名で実施。場所は財務部長室。 

時間はお昼休みとしていたが、毎回昼休みを過ぎて 13 時まで行われた。 

 

3. 実施日と参加者 

実施日 課名 参加者 

7/24 

収納課 

山田 船水  

8/6 工藤宏 工藤慶  

8/12 小野地 外崎  

8/14 市民税課 比内 三上  

8/19 資産税課 長尾 三上尚 阿部 

8/28 財産管理課 相内 工藤慎 後藤 

6 日間 4 課 参加者 14名（うち新人以外は 2名） 

※資産税課新人職員 1名については、所属係長から参加させない旨回答あり。 

4. 誘い方 

まず係長に承諾をもらってから新人職員に説明して承諾をもらった。 

 

5. ランチ時の話題 

 部長が用意した実務書、雑誌の切り抜きに対しての意見。 

 市長はどういうことを考えているか。 

 部長の経歴や広聴広報課長時代の話。 

 これからの市職員はこうあるべきという話。 















                               Ｈ２６．１０．１４ 

                                  五十嵐 雅幸 

 

「新人職員とのランチミーテング」感想 

 

普段なかなか話す機会がない職員とのランチミーテングにあたって、何よりも同じ仲間と

しての雰囲気づくりをしたいと思って臨んだ。 

 

実際には、私がこれまでやってきた仕事の経験談や、転機、市長と市政、弘前市への思い、

ライバル、趣味などなどランダムな話題で、反省点としては、もっと聴き手に回ればよか

ったと思っている。 

 

良かったことは、ミーテングが終わった後に、直接決済を受けに来られる職員もいて、距

離感がなくなるきっかけにもなったと感じています。 

 

今後は、ランチだと時間の制約もあるので、時間中にやるとか、アフターファイブにやる

とか、また、ミーテングの内容も職員からのテーマで、絞ってやってもいいと思っていま

す。 



H26人マネ 

文化財課 竹内 

平成26年度 教育部長との対話・政策調整担当との茶話会 実施後のアンケート結果 

 

＜実施内容＞ 

 平成25年4月1日～平成26年10月1日までに採用された職員（指導主事除く）を対象に、

教育部長及び政策調整担当との対話を実施。進行は平成26年度職員人材マネジメント能力向上特

別研修（文化財課 竹内ほか2名）が行った。 

＜実施月日等＞ 

 H26.12.24 教育センターで実施。（対話前の施設見学あり） 

参加者：事務局（教育政策課・学務健康課・学校指導課・学校企画課・文化財課）8名 

  参加者を2班に分け、1ラウンド40分として教育部長・政策調整担当を分けて実施。 

 H27.2.5 図書館で実施（対話前の施設見学なし） 

  参加者：施設（図書館・中央公民館）4名 

  教育部長、政策調整担当合わせて1グループとして約120分で実施。 

 

＜アンケート結果＞ 

 

１ 今回のイベントの前まで、教育部長及び政策調整担当と話をする機会はありましたか。 

 （１）教育部長 

  あった  ３人（事務局３・施設０） 

    なかった ７人（事務局３・施設４） 

（２）政策調整担当 

    あった  ４人（事務局４・施設０） 

    なかった ６人（事務局２・施設０） 

 

２ 開催案内が来たとき、正直どう思いましたか。（複数回答） 

     怪しい        ２人（事務局１・施設１） 

     いい機会だ      ７人（事務局４・施設１） 

     あまり参加したくない １人（事務局１・施設０） 

     その他        １人（事務局１・施設０） 

     （その他意見） 

      ・何が起こるのかよくわからない不安。 

 

３ 教育部長及び政策調整担当と話をして、得たもの、気が付いたことなどはありますか。ある場

合はその内容を記入してください。 

 （１）教育部長 

     あった  ９人（事務局５・施設４） 

     なかった １人（事務局１・施設０） 

 （２）政策調整担当 

     あった  ９人（事務局５・施設４） 

     なかった １人（事務局１・施設０） 



H26人マネ 

文化財課 竹内 

     （内容） 

      ・教育部長、政策調整担当両方に言えることは、やはりコミュニケーションが大切と

いうことだった。人を覚えることで仕事のしやすさや学習することが普通に比べて

全く違うことが分かった。 

      ・これまでの経歴や他部署と教育委員会の違いについて知ることができた。 

      ・その人の経歴の他、（秘めたる思い）目標等を聞くことができた。 

      ・経営計画が無駄な作業ではないとわかりました。部長に堂々と市長の前でレクチャ

ーしていただけるようにがんばります。 

      ・普段、どういう思いで仕事をしているのか、そもそもどういった仕事をしているの

か、といった点で理解を深めることができ、より親しみやすくなった。 

      ・普段施設以外の職員の方と話す機会が無いため、他課の雰囲気を知ることができま

した。 

      ・どのような人柄なのか、また、上司の仕事に対する考えや立場を知ることができた。 

      ・自分自身の仕事の意義について再度認識を深めることができた。 

      ・業務に対して提案事項を積極的にすること。 

      ・「人材マネジメント」という業務に関して知ることができたこと。 

 

４ 対話後、以前と比べて教育部長及び政策調整担当と話しやすくなりましたか。 

 （１）教育部長 

     話しやすくなった     ８人（事務局４・施設４） 

変わらない        ２人（事務局２・施設０） 

     前より話しにくくなった  ０人 

 （２）政策調整担当 

     話しやすくなった     ６人（事務局２・施設４） 

変わらない        ４人（事務局４・施設０） 

     前より話しにくくなった  ０人 

 

５ 今回と同様の企画があったら参加してみようと思いますか。 

     ぜひしたい  ７人（事務局４・施設３） 

     他の人次第  ３人（事務局２・施設１） 

     しない    ０人 

 

６ 今回、対話の時間はどうでしたか。 

     短い     ４人（事務局４・施設０） 

     ちょうど良い ５人（事務局１・施設４） 

     長い     ０人 

 

７ 今後、話してみたい人はいますか。いる場合は具体例を記入してください。 

     いる   ４人（事務局３・施設１） 

     いない  ５人（事務局２・施設３） 



H26人マネ 

文化財課 竹内 

     （具体例） 

      ・より現場に近い方（学校職員など） 

      ・行政経営課や財務政策課など、全ての課室の業務に携わっている方 

      ・教育長、教育委員長 

      ・市長、教育長、技能主事のおじさんとか・・・ 

      ・普段話す機会のない方 

 

８ 対話の前に施設見学を行いましたが、今後見てみたい施設等がありましたら、記入してくださ

い。 

      ・本庁、分室 

      ・給食センター、小・中学校 

      ・学校 

 

９ 今回のイベントに意見がありましたら記入してください。 

      ・４～６月の時期に行うことができれば、新採用職員にとってより有効な場として活

用できると思う。教育長とも同様の機会があっても良いのではないか。 

      ・和やかなムードでとても楽しかったです。武家屋敷の見学も文化財さんの説明が分

かりやすく、とても興味をひかれるお話でした。勉強になりました。企画していた

だきありがとうございました。 

      ・ありがとうございました。今度は企画側のお手伝いをしたいです。 

      ・教育委員会に限らず、いろんなところで開催すると面白いのではないかと思いまし

た。またこうした取り組みを行っていることを職員広報誌等で取り上げるといいの

ではないかと思います。 

      ・事前に話し合うテーマについて、提示していただければより良い対話が可能になる

だろうと思います。また、一人ずつの対話も実施してよいかと思います。 

      ・同じ教育委員会であっても中央公民館や図書館のように職場が離れていると、職員

の円滑なコミュニケーションがとりにくいと、以前より考えておりました。対話は

終始緊張でしたが、他課室の上司・職員と交流できたことはとても刺激的で、有意

義な時間を過ごせたと感じております。ありがとうございました。 

 



職員人材マネジメント能力向上特別研修 
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青森県弘前市 
 

施策の実践 



職員人材マネジメント能力向上特別研修 

前年度研修生提案施策 「部長とランチ」の実施 ① 

前年度提案施策「部長とランチ」を財務部をモデルケースとして実施。 

概 要 

 財務部内の新人職員等を対象に昼休み時間を利用してランチをしな 

 がらこれからの弘前市のこと、部長の考え等を話題に意見交換。 

参加者 新人職員等 １５名 

    平成２６年７月から８月まで計６回実施 
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職員人材マネジメント能力向上特別研修 

前年度研修生提案施策 「部長とランチ」の実施 ② 

効 果 

3 

経営層である部長とダイアログし、市長や部長の考えなど、たくさんの気づき
をえて参加者の意識（やる気、視野の広がり、役割認識など）がかわる。 

アンケート結果から 

20% 

7% 

73% 

ランチをする前まで部長と話をする機会は 

ありましたか。（いずれかひとつ） 

雑談・仕事を含め何度か

話をしたことがある。 

決裁等で仕事の話はした

ことがある。 

話をする機会はなかった。 

37% 

19% 10% 

29% 

5% 

「あった」と回答した方にお聞きします。 

それはどんなことですか。（複数回答可） 

市長や部長の考えがわ

かった。 
市職員の心構えの参考に

なった。 
自分（課）の仕事の意義が

わかった。 
やる気がでた。 

その他 

80% 

20% 

「部長とランチ」で得るものはありましたか。 

（いずれかひとつ） 

あった。 

特にない。 

47% 

33% 

20% 

0% 0% 

今後同様の企画があったら参加して 

みようと思いますか。（いずれかひとつ） 

参加したい。 

他の人が参加するなら

参加してもいい。 
あまり参加したくない。 

もう参加したくない。 

その他 



職員人材マネジメント能力向上特別研修 

施策２ 政策調整担当との茶話会 ① 

教育委員会をモデルケースとして実施。 

「部長とランチ」の進化版「教育部長と若手職員の対話」を合わせて実施。 

 

概 要 

 若手職員と研修生が２グループに分かれ、教育部長と政策調整担当それぞれ
１回あたり４０分間の対話を行う。 

参加者 

 教育部長、政策調整担当２名、研修生３名 

 教育委員会事務局採用２年目までの若手職員８名、合計１４名 

 平成２６年１２月２４日 ２時間半 
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職員人材マネジメント能力向上特別研修 

施策２ 政策調整担当との茶話会 ② 

教育部長及び政策調整担当と話をして、得たもの、気がついたことなどはありますか。 

ある場合はその内容を記入してください。  

（1）教育部長          （2）政策調整担当 

あった  ５人          あった  ５人 

なかった １人          なかった １人 

（内容） 

• 教育部長、政策調整担当両方に言えることは、やはりコミュニケーションが大切とい
うことだった。人を覚えることで仕事のしやすさや学習することが普通に比べて全く
違うことがわかった。 

• これまでの経歴の他、（秘めたる思い）目標等を聞くことができた。 

• 経営計画が無駄な作業でないとわかりました。部長に堂々と市長の前でレクチャーし
ていただけるようにがんばります。 

• 普段、どういう思いで仕事をしているのか、そもそもどういった仕事をしているの
か、といった点で理解を深めることができ、より親しみやすくなった。 

5 

効 果 

若手職員は教育部長、政策調整担当の仕事に対する考えや立場等を知ることが 
でき、教育部長、政策調整担当は若手職員の業務や人物像を知ることができた。 

アンケート結果から 



職員人材マネジメント能力向上特別研修 

施策３ 組織目標・課題ミーティング① 

収納課をモデルケースとして実施。 

課の組織目標、課題についてダイアログをした。 

 
概 要 

 １．課長が考える組織目標を発表、参加者で共有。 

 ２．事前に募集した課題３件について、３グループに分か 

れてダイアログ。 

 ３．組織目標を達成するための課題についてダイアログ。 

 ４．上記について発表。 

参加者 

 収納課職員１８名、研修生２名、合計２０名 

 平成２６年１１月６日 １５：００から２時間 
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職員人材マネジメント能力向上特別研修 

施策３ 組織目標・課題ミーティング ② 

7 

効 果 

組織目標を意識して同じ方向に向かう意識づくりと、課題を共有して係の枠を
越えて解決しようとする意識づくりのきっかけとなる。 

アンケート結果から 



職員人材マネジメント能力向上特別研修 

採用前研修講師としての参加 

平成２６年度採用前研修「人材マネジメントとダイアログ」の講師として 

ダイアログを実施。 

概 要 

 平成２７年３月２日 １３：３０から１６：００ 

 採用前研修の１コマ「人材マネジメントとダイアログ」として 

 ダイアログと気づきの大切さを説明した。 

 また、ワールドカフェ形式で「どういう弘前市職員になりたいか」 

 というテーマでダイアログを実施した。 
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職員人材マネジメント能力向上特別研修 

9 

青森県弘前市 
 

今後の施策 



職員人材マネジメント能力向上特別研修 

組織目標・課題ミーティングの導入 

• 課長、一般職員がダイアログによって組織目標をつくり、課題を共有するこ

とによって内発的な気づき、マネジメント意識、組織目標に向かって進む意

識づくりの推進を目的とする。 

• 課題を共有することにより、事務処理ミスを未然防止する。 

＜目 的＞ 

• スタートアップミーティングの時間を利用し、次のことをダイアログする。 

• 組織目標 

• 組織目標を達成するための課題 

• 現在の課題 

＜概 要＞ 

• 組織目標達成に向け一体となるという意識が共有されている職員。 

• マネジメント意識をもち、課内の課題が共有されている組織。 

＜目指す姿＞ 
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職員人材マネジメント能力向上特別研修 

組織目標・課題ミーティングの導入 

新たな課題はないか考える。 

課題の進捗状況を共有する。 

「組織目標」を再検討する。 

担当者が抱えている課題を共有する。 

「組織目標」を達成するための課題を考え、共有する。 

課の「組織目標」を考え、共有する。 

課の業務、目的について共有する。 

10月 

４月 

スタートアップミーティングの時間を利用し、全員で考え発言し、相互理解を
深めて納得し、共有する。 
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職員人材マネジメント能力向上特別研修 

ひろさき NEW COMER PROJECT 2015 

＜目的＞ 

新採用職員のありたい姿「なりたい弘前市職員」に近づけるよう、先輩
職員と対話を通じて様々な気づきを得ること。 

＜スケジュール＞ 

 ４月（初任者研修（前期）時期）  

  ダイアログ「なりたい職員像を振り返ってみよう１」 

 ５月（初任者研修（前期）終了後） 

  ダイアログ「先輩職員とダイアログ」 

 １０月（初任者研修（後期）時期） 

  ダイアログ「なりたい職員像を振り返ってみよう２」 

 ２月 

  ダイアログ「採用前の想像と採用後の現実」 

※記載のない月はそれぞれテーマを定め、先輩職員とダイアログ。 

 

 
24 



職員人材マネジメント能力向上特別研修 

ひろさき NEW COMER PROJECT 2015 

＜目指す姿＞ 

 新採用職員が、自分のありたい姿（なりたい職員像）に
ついて、対話をきっかけにしっかりと考え、さらに考えを
深め、なりたい職員像に近づくため行動できるようになる
。 

 また、対話によって問題を見極め、現状の整理や分析を
行い、自ら考え行動できるようになる。 

 さらには一年間を通じて庁内の実態を把握し、先輩職員
として次年度以降の採用職員が不安や疑問に思うことをア
ドバイスできる職員になる。 
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職員人材マネジメント能力向上特別研修 

結論 

• 職員１人ひとりの意識が変わらなければなりません。 

市民によりよい価値を提供するために 

• 組織、仕事の中心にダイアログというアナログな方法で市の方向性や意識の

共有、お互いの立ち位置などさまざまな気づきをえることができます。たく

さんの気づきをえて、仕事を前向きに考えられるようになれば、組織は変わ

り始めます。 

• 人材マネジメントは人材育成課や管理職だけの問題でなく、私たち一人ひと

りの問題なのです。 

たくさんの気づきがあれば 

• そのためには「対話の場」が必要です。 

• 私たちはこの「対話の場」を作っていきます。 

私たち３人からのコミットメント 

14 



２０１５採用職員宣言！☆テーマ「どういう弘前市職員になりたいか？」☆ 

 

・市民に対して、職員に対してやさしく接することができる職員。 

・市民の方に思いやりを持って接する職員であり続けたい。仕事をする中で、市民の方に

も職員の方ときちんと対話できる人になりたい。 

・住民だけではなく、誰にでも親身になって対話ができる職員。 

・①自分の経験を生かすことができる、②部や課同士、部下内の連携を意識、実行できる、

③津軽弁のリスニング、スピーキングの能力を活かし、津軽弁が苦手な方のサポートが

できる、④市役所に来た方、相談等で対応させていただいた方が「市役所に来てよかっ

た」、「だから弘前が好きなんだ」と思ってもらえるようになる。 

・弘前の素敵な部分を広めるために、弘前を好きになる。それによってモチベーションが

高まるし、弘前の良さを伝えていきたい。また、その気持ちを持って周囲との対話を交

わしたい。常に笑顔で、前向きに会話をしていると、次々に良いアイディアが生まれて

きて、楽しく仕事ができると感じた。皆さんが持っている経験を合わせて、弘前市を盛

り上げていきたい。 

・弘前市をもっと多くの人に知ってもらいたい。そのための手段には、広報以外にも多く

あり、自分のアイディア次第でいくらでも弘前市のことを発信できると思う。以上のこ

とから、「常に新しいアイディアを持ち、何事にも自主的に取り組むことができる弘前市

職員」になりたい。 

・「弘前のことを好きでいる職員」。弘前市を好きならば更に弘前について詳しくなること

に繋がり、自身が周囲に弘前の良さを伝えることができると思っている。 

・コミュニケーションを大切にし、仕事のモチベーションを上げるため、趣味等も充実さ

せ、その二つから弘前市を活性化。市民のために働く。明るく笑顔で。 

・公平な対話を通し得られた意見を実行でき、広い視野で対応できる職員になっていきた

い。 

・初めは「弘前市が好きなので、魅力ある PR ができる職員になりたい」と思っていたが、

対話を通じて様々な業種・専門の方との話を聴いてとても面白く感じた。対話の後は、「多

くの方と対話できる職員になりたい」と思うようになった。それが結果的に、より弘前

の魅力を知り、市民生活の向上につながると思った。 

・対話・会話を大切にし、職場内や市民にも積極的に話しかけていきたい。ただ、その会

話では相手に不愉快な思いをさせない、不公平感を持たせないようにする。また、仕事

だけでなく、一市民として積極的に地域づくりに参加していきたい。 

・弘前市民あるいは弘前市だからこそできる問題が、たとえ前例がなくても、解決へ取り

組む。市民が今何を必要としているのか自分で考え、言葉にできる、市民と組織に伝え

ることができる弘前市職員になる。いずれは雪害なんて気にせず弘前のいいとこどりし

て暮らせる土地にしたい。なにか大きな問題を解決してやりたい。 



・一市民として、市民感覚を持ち大好きなスポーツで弘前市を盛り上げていきたい。上司

に言われたことだけでなく、自ら進んで行動できるような市職員になりたい。 

・弘前市民の要望に応えられる職員。弘前市民の声を聞き、どういうことなのか理解して、

どうすれば、要望に応えられるのか、考えて実行できる職員になりたい。 

・自ら課題を見つける、主体性を持つ。自分の持ち味を生かす。疑問を持ったらあやふや

にしない！はっきりさせる！気づき、発見、得たものを活かす！ 

・問題意識や主体性を持ち続け、弘前市をより良い街にするために、新しいアイディアや

意見を柔軟に受け入れる姿勢の職員。 

・日常生活の中で弘前市の為にできることを探し、改善点を見つけることができる職員。

問題意識を持ち、自分の目で把握する。 

・弘前を愛し、自らまち歩きしつつ魅力の発見と発信をし、自己の充実を目指しつつ、問

題意識と向上心を持って市民の為に行動する職員。 

・子どもに優しい街、弘前市を目指す職員になりたい。子育てしやすいインフラ整備を考

えていきたい。 

・お役所イメージを無くし、市民とより深く繋がり、関わりを持てるような職員になりた

い。様々な部署や市民の方々と触れ合う→知識を深める・吸収→得た知識の放出 

・弘前を愛し、市民に対して親身になる。 

・人と人との出会いを大切にして、市民の為にできることを自分から行う市職員になりた

い。 

・市民、他部署と対話し、暖かみのある対応の出来る職員になりたい。そのために市役所

の雰囲気を良くできるよう努めたい。 

・挨拶、対話は基本。温かい雰囲気を持って対応する職員。やるなら自分からこのような

職員になりたい。 

・市民と職員との繋がりを大切にするべく、常に笑顔で挨拶を心掛ける。 

・弘前市職員として県外、海外に良いところを発信できるためには、弘前市に閉じこもっ

ているだけでは情報は得られない。したがって、もっと情報に対してオープンに吸収し

て、県外に無いところを発信できる職員になりたい。また、何かを作り上げる際、対話

をして良い着地点を見つけられるようになりたい。（あと、津軽弁を覚えたい。） 

・やりがいと責任を持ち続ける職員。 

・来ていただいた人に対して温かみのある対応をしたい。冷たく受け取られるような対応

はしたくない。相手の意図をくみ取り、しっかり対話して、気持ちよく帰っていただけ

たらと思う。窓口業務だけではなく、職場内でもコミュニケーションを大切にしていこ

うと思う。 

・職場で横通しの役割を担えるような人材になりたい。また、対話能力を向上させ、住民

の苦情や利害の調整等を対話で解決できるような資質を備えられるよう努力したい。 


